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齢者の独居や，個々の事情で家族の支援を受ける
ことができない高齢者が増えている．そのため今
後は，高齢の患者自ら合併症を予防するための生
活動作を習得することが望まれる．患者に効率的
かつ効果的な指導方法を検討していくことが課題
である．
Ⅴ．結　論
1．DVD視聴による術後体動のイメージ化は図れ
る．
2．DVDにより手術直後までの内容について理解
はできている．コルセット着脱や禁忌体位につ
いては，覚えていなかった．術後のことについ
ては視聴のタイミングや方法の検討が必要であ
る．
Ⅵ．終わりに
　今回作成したDVDはイメージ化に効果があっ
たことがわかった．しかしより効果的なオリエン
テーションにするには運用方法の検討が必要だと
わかった．また高齢社会において，順調に自宅退
院に向かうためには，入院前から退院後の生活を
見据えた支援が必要である．
　最後に今回のDVD作成にあたりご協力いただ
いた方々とアンケート回収にご協力いただいた病
棟の方々に感謝し報告を終わる．
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